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  時は一五五六年、九州は平戸の南西あたりの海原。




  船首のリズミカルな上下の動きは、波の音と混じり合っていた。




  「俺達は盲滅法に航海してるぜ」と男は嘆いた。茂はせめて星の一つでも雲の狭間から垣間見る事は出来ないかと、何度も夜空を見上げたが、雲の中を渡るようなものだった。この不自然極まりない霧に彼等が包み込まれてからずっと、何も見えない進行方向の前方を不動で船楼からじっと見つめている首領に近づいた。




  「お頭、錨を下ろして夜明けになるのを待ったほうが良いんじゃねぇですかい？」




  男は振り向きもせず




  「馬鹿な事言うんじゃねぇ、茂！」




  「でも、お頭...」




  男は振り向くと眉間に皺を寄せながら、




  「テメェ、中国人の犬野郎に捕まっちまいてぇのかい？それとも俺達は臆病者だって思われてぇのかい？」




  「いいえ、そんな事はありゃあせん」




  と茂は視線を下げる事なく答えた。




  「しかし、このまま航海を続けても、決して韓国側へは着けやせんぜ。岩礁にぶち当たるか、暗礁に乗り上げるかでさぁ。そうすりゃ中国人の水夫野郎には容易い獲物ですぜ」




  首領は船楼の板を、甲板で眠っている何人かの水夫を起こすほど強く叩いた。




  「俺達はトウ州から広州まで震え上がらせた平戸の海賊だ。漢城の翡翠を取りに行くにゃ少々の霧なんざぁ大したこっちゃねぇさ」




  茂は深い溜息をついた。反論し、正論に引き戻そうかとも思ったが、目の末端に、眼を覚ましてしまった水夫達が、彼等の様子をじっと見ているのが見え、踵を返す前に




  「へぇ、お頭」




  と呟きながら軽く礼をするにとどまり、船楼の下の操舵室へと降りて行った。
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